
第６回 MPCアメリカ研修のお誘い 

『今後の薬局薬剤師の役割をアメリカに学ぶ』 

～薬剤師は今後、何をすべきか、何ができなくてはならないのか～ 

 

少子高齢化に伴い、医療のニーズはますます多様化・高コスト化しつつあります。市中

にある身近な医療提供施設としての薬局には、従来の調剤に加えて予防や退院後フォロー

の役割が、さらにドラッグストアには、生活支援の役割が求められています。 

アメリカにおいては、１９８０年以降、薬剤師の職能拡大が積極的に行われてきました。

しかし職能拡大はそれ自体が目的ではなく、高コスト・難アクセスの医療機関を補完する

目的でのインフルエンザ他十数種類の予防接種、疾病の早期発見と投薬後管理（リフィル）

のためのフィジカルアセスメントという形で、社会に貢献する薬剤師像の確立がその理念

として存在していました。 

また、コストを引き下げて医療を身近なものにする目的で、「薬剤師でなくてもできる業

務」に関しては、積極的にテクニシャン等への業務委譲が行われてきました。 

日本においても、リフィル制度の施行が近いと言われるようになってきました。国の負

債が１４００兆円を超え、医療費抑制の要求も強まっています。薬局・薬剤師の果たすべ

き役割は劇的に変わる可能性がありますし、変わらなければ、薬局不要論、調剤不要論に

押し切られてしまうかもしれません。 

医療費抑制に関してドラスティックな改革が行われてきたアメリカで、薬剤師はどのよ

うな役割を果たすことを目指し、何を身に着けてきたのでしょうか。また、社会的にその

活動を認めてもらうために、何をしてきたのでしょうか。 

例年訪問しているワシントン州では、有志薬剤師グループとワシントン大学（UW）を中

心に、アメリカの薬剤師活動の革新が行われてきました。お世話いただく DON DOWNING 教

授は、町の薬剤師（Community Pharmacist）としてその運動の中心で活躍し、今ではワシ

ントン大学教授として、薬剤師教育のみならず、医師会や政治・行政との折衝、社会への

働きかけなど幅広く活躍しておられます。 

今回の研修では、オンラインでアメリカと日本を繋ぎ、DON DOWNING教授による講義、デ

ィスカッションに加え、アメリカと日本の違いを知り今後の薬剤師にとって成すべきこと

は何か？薬剤師のあるべき姿を考え今後の自身の新たな一歩を踏み出していく。そのよう

な研修になるようにプログラムを構築してまいります。 

また参加者には、研修後も共に語りあい、学びあう場を提供させていただきます。是非、

共に２０年後の薬剤師像を共有し、悔いのない薬剤師人生を始めていきましょう。 

 

 


